
特集　認知症について

【だれもが認知症に向き合う時代】

　65 歳以上の高齢者において MCI（軽度認知

機能低下）または認知症者の割合が 2060 年に

は 3人の内 1人になると推計されています（厚

生労働省,2024）。認知症を防ぐことはもとより、

認知症になったとしても進行を遅らせながら

自分らしく安心して暮らしていけるまちづく

りが必要です。

【認知症を防ぐ】

　2012 年の時点では認知症者の割合が 10 年後には 15.0％になると見込まれていま

したが実際は 12.3％にとどまりました。これは、喫煙率の低下、高血圧症や糖尿病、

脂質異常症などの生活習慣病管理の改善、健康意識の変化などによって、MCI から

認知症に進むことが抑えられているのではないかと指摘されています。MCI から 1 年

で認知症に進む人は 5～ 10％と言われています。しかし、早くから適切に対処することで良くなる事例

が報告されています。先送りせずに早くから生活習慣病の予防、改善に取り組むことは認知症の予防につ

ながります。また、30 分くらいの適度な運動を週 2 ～ 3 回以上行う

こと、ダンスや楽器の演奏、健康な歯や飲みこみの状態を保って栄

養バランス良く食べること、いつもの家族以外の人と話すこと、な

どが認知症を防ぎ、認知症になっ

てもその進行をやわらげる効果

があると明らかになってきてい

ます。定期的な健診を受け、生

活習慣を点検、見直しましょう。

【早期に適切に対応するために】

　認知症の原因となる病気や症状のあらわれ方は様々であり、治療法

やケアの方法もひとりひとり異なります。認知症ではなく他の病気の

症状だったということもあります。本人や家族で抱え込まずに「何か

おかしい」と思ったら早めに医療機関に相談することが肝心です。

　杵築市立山香病院では健康出前講座で認知症予防についての講話や

運動の紹介、タッチパネルを使った物忘れチェック（写真）を行って

います。また、杵築市や地域包括支援センターと協力して、医療・介

護の専門職からなる認知症初期集中支援チームを設置しています。医

療機関の受診やサービスについて相談したい方は、まずは当院や地域

包括支援センター等にお問い合わせください。

　認知症になっても住み慣れたところで生活を続けられるまちは

高齢者に限らずだれもが安心、安全に暮らせるまちといえます。

豊かな人生を送れる長寿社会をめざしましょう。


